
           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮城県仙台市で回収されたオオハクチョウの死亡個体 1 羽より、
H5N8 亜型が検出（2 月 17 日確定）されました。また、新潟県新潟
市で回収されたマガモの死亡個体１羽においても、H5N8 亜型が検出
（2月 15日確定）されています。 

また、国内の飼養鶏における HPAI発生状況は以下のとおりです。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５０例目 

農場所在地 千葉県匝瑳市
そ う さ し

 

飼養状況 育雛 約３．９万羽 

経緯 

2/14 死亡鶏増加の通報により、立入  
検査を実施。同日簡易検査陽性。 

2/15 遺伝子検査を実施し、H5 亜型で 
あり、疑似患畜確定。 

発生状況 千葉県１１例目 

家畜衛生だより 
最 上 家 畜 保 健 衛 生 所 

最上地域家畜畜産物衛生指導協会 

令和 3年 2月 18日発行 

Tel；29-1357 FAX；23-2944 

宮城県の野鳥より 
高病原性鳥インフルエンザウイルス 
（H5N8亜型）が検出されました！ 

【農場へのウイルス侵入を防ぐためには・・・】 
★消毒の徹底：手指消毒、車両消毒、衣類・靴の交換、 

         畜舎消毒 

★野生動物対策：防鳥ネット、野生動物対策 

飼養衛生管理の基本の徹底が重要です！ 

飼養家きんに異常を認めたら、すぐに家畜保健衛生所に連絡してください！ 
最上家畜保健衛生所 TEL：０２３３－２９－１３５７ 

（休日・夜間も対応） 

野鳥の北帰行が始まります！！ 


